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グローバルコンプライアンス体制・推進活動の実効性評価 
                      前⽥絵理⽒（EY 弁護⼠法⼈） 

 
グローバルコンプライアンス体制構築の必要性がいわれて久しい。グローバルに展開し

ている⽇本⼤企業は既に⼀応の体制を整備している状況にあるが、果たしてそれらは効果
的に機能しているといえるか。限りある資源を効果的に、かつ、適切に体制維持、改善、モ
ニタリングなどの運⽤に充てることができているか。グローバルコンプライアンス体制の
⼟台となる企業⽂化を醸成すべく全社を挙げて適切なコンプライアンス推進活動が⾏われ
ているか。ガバナンス体制、リスクマネジメント体制、内部統制システムとコンプライアン
ス体制の関係性を整理しつつ、グローバルコンプライアンス体制およびその推進活動の「実
効性評価」の際の視点をお話しします。 
 


